
史
料
紹
介
『
蓋
徹
論
』

　
　
　
　
　
版
本
に
な
っ
た
『
蓋
徹
問
答
』

綱
川
　
歩
美

【
史
料
解
説
】

一

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
『
蓋
徹
論
』
と
い
う
史
料
で
、
畑
銀
鶏
（
寛

政
二
等
七
九
〇
〉
～
明
治
三
念
八
七
〇
〉
年
）
に
よ
っ
て
天
保

八
（
一
八
三
七
）
年
に
出
版
さ
れ
た
、
『
蓋
徹
問
答
』
の
こ
と
で
あ

る
。
以
下
、
原
史
料
の
『
蓋
徹
問
答
』
（
以
下
『
問
答
』
）
を
中
心
に

述
べ
て
み
た
い
。

　
　
天
下
之
本
口
承
レ
国
、
国
之
本
在
レ
家
、
露
橋
思
慮
レ
身
ト
、
ヒ

　
　
ツ
シ
ト
云
ツ
ケ
テ
、
本
ト
云
ヲ
身
ニ
オ
ツ
ツ
メ
テ
心
ト
云
ニ
ナ

　
　
リ
テ
、
身
ノ
主
ハ
至
ハ
富
国
一

　
右
は
、
山
崎
闇
斎
の
語
録
の
．
一
部
で
、
「
治
国
」
の
要
諦
に
つ
い
、

て
の
記
述
で
あ
る
。
国
を
治
め
る
と
い
う
政
治
的
課
題
の
根
本
が
、

「
身
ノ
主
」
で
あ
る
心
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は

た
と
え
ば
、
太
宰
春
台
の
『
経
済
録
』
、
「
凡
天
下
国
家
を
治
ル
ヲ
経

済
ト
云
。
世
ヲ
経
シ
テ
民
ヲ
済
フ
ト
云
義
也
」
と
い
う
よ
う
な
「
経

世
済
民
」
を
定
義
す
る
も
の
と
は
異
質
で
あ
ろ
う
。

　
心
身
の
修
養
、
な
か
で
も
心
の
あ
り
様
を
鍛
え
る
こ
と
で
、
道

徳
的
な
道
を
体
現
で
き
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
道
学
的
性
格
を
前
提

に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
道
を
め
ぐ
っ
て
、
「
敬
」
の
重
視
や

君
臣
道
徳
の
絶
対
化
が
説
か
れ
た
点
に
崎
門
儒
学
の
特
徴
が
あ
る
。

崎
門
儒
学
の
力
点
は
朱
子
学
の
修
身
へ
注
が
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
『
問
答
』
は
、
平
門
儒
学
を
標
榜
し
な
が
ら
も
、

道
徳
的
側
面
は
後
景
に
退
い
て
い
る
。
『
問
答
』
は
、
専
ら
経
済
を

論
じ
た
書
物
、
藩
財
政
の
建
て
直
し
に
関
す
る
税
制
改
革
論
な
の
で

餅1
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あ
る
。
先
の
道
学
的
性
格
か
ら
す
る
と
、
少
々
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
崎
門
儒
学
を
“
標
榜
し
た
”
と
い
っ
た
の
だ
が
、
実
は
こ
の
史

料
に
は
決
定
的
な
事
実
と
の
齪
酷
が
見
ら
れ
る
。
『
問
答
』
は
、
「
元

禄
中
ノ
事
ナ
リ
シ
ガ
、
四
国
ノ
大
家
二
仕
ヘ
シ
門
人
何
某
ナ
ル
人
」

が
山
崎
闇
斎
に
財
政
難
を
訴
え
る
と
こ
ろ
が
ら
始
ま
る
。
周
知
の
通

り
、
闇
斎
は
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の

設
定
は
本
来
存
在
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
か
つ
て
『
問
答
』
を
紹
介
し
た
の
は
瀧
本
誠
一
氏
で
あ
る
一
。
氏

は
こ
の
決
定
的
な
矛
盾
を
、
後
日
の
成
稿
で
あ
る
た
め
に
生
じ
た
誤

記
で
あ
ろ
う
推
察
し
た
。
し
か
し
管
見
の
限
り
、
伝
来
す
る
諸
本
が

一
様
に
元
禄
年
中
と
い
う
記
載
を
と
る
こ
と
は
、
単
な
る
誤
謬
で
は

な
く
、
成
立
の
当
初
か
ら
何
ら
か
の
意
図
を
含
ん
で
い
た
可
能
性
を

捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
一
。

　
さ
て
、
成
立
の
段
階
で
の
意
図
を
可
能
性
と
し
て
提
示
す
る
場

合
、
史
料
と
し
て
の
真
贋
の
問
題
が
関
わ
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

偽
書
の
可
能
性
で
あ
る
。
真
実
性
を
追
究
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

そ
れ
は
大
き
な
欠
陥
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
の
由
緒
論
の
盛
況
が
示

す
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
し
も
真
贋
が
最
優
先
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
偽
文
書
の
機
能
が
論
点
に
な
り
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
一
。
こ
れ
は
古
文
書
だ
け
に

限
ら
ず
、
「
明
君
録
」
な
ど
の
顕
彰
書
物
に
も
波
及
す
る
論
点
で
あ

る
。　

こ
れ
ら
は
考
察
の
一
線
か
ら
は
外
さ
れ
て
き
た
古
文
書
や
書
物

が
、
歴
史
的
・
思
想
史
的
考
察
の
対
象
と
し
て
の
意
義
を
多
分
に
持

つ
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
の
は
、
書
物
の

成
立
と
流
布
の
両
面
か
ら
、
歴
史
史
料
と
し
て
の
有
効
性
を
吟
味
し

て
い
く
作
業
で
あ
る
。
『
問
答
』
も
こ
う
し
た
作
業
を
改
め
て
必
要

と
す
る
史
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

二

　
「
蓋
徹
」
の
名
前
は
、
『
論
語
』
倉
淵
十
二
、
哀
公
へ
有
若
が
答

え
た
「
孟
ん
ぞ
徹
せ
ざ
る
や
」
に
由
来
す
る
（
。
「
徹
」
と
は
、
周
代

の
租
税
の
こ
と
で
、
収
穫
の
十
分
の
一
を
貢
租
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
租
税
を
適
応
し
た
税
法
が
井
田
法
と
呼
ば
れ
る
。

　
哀
公
は
、
凶
作
に
よ
る
財
政
逼
迫
の
打
開
方
法
を
有
若
に
尋
ね

た
。
有
若
は
、
い
っ
そ
税
を
十
分
の
一
に
し
て
は
ど
う
か
と
述
べ
た

の
で
あ
る
。
当
時
の
魯
国
で
は
、
十
分
の
二
を
貢
租
と
し
て
い
た
の

で
哀
公
は
驚
い
た
。
し
か
し
有
若
の
意
図
は
万
民
の
飢
え
を
ま
ず
救

傷1
5

　



う
こ
と
が
、
領
主
と
し
て
の
急
務
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

『
問
答
』
の
中
の
闇
斎
も
ま
た
四
国
の
大
藩
に
つ
か
え
る
門
人
に
問

わ
れ
て
、
有
若
と
同
じ
返
答
を
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
具
体
的
な

財
政
改
革
の
方
法
を
示
し
て
い
く
と
い
う
の
が
本
論
の
流
れ
で
あ

る
。　

内
容
は
、
一
〇
年
計
画
で
藩
の
借
財
を
返
済
し
、
同
時
に
一
〇

万
俵
の
備
蓄
米
を
備
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
本
文
に
譲

る
と
し
て
、
改
革
法
の
特
徴
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
①
農
本
主
義
②
倹
約
型
の
再
建
策
③
経
世
済
民
と
仁
政
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
①
に
関
し
て
は
、
幕
藩
体
制
の
領
主
経
済
の
成
り

立
ち
か
ら
必
然
的
に
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
問
答
』
も
限

ら
れ
た
年
貢
米
で
、
藩
財
政
を
賄
う
と
こ
ろ
に
焦
点
が
あ
る
。
第
一

義
的
に
領
内
の
百
姓
へ
の
借
金
返
済
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
と
説
く
。

そ
の
上
で
藩
主
を
は
じ
め
家
臣
の
倹
約
と
、
商
人
へ
の
返
済
が
示
さ

れ
る
。
こ
れ
は
②
に
も
関
わ
る
が
、
支
出
の
緊
縮
で
あ
る
。
近
世
中

後
期
に
一
般
に
盛
ん
に
な
る
、
藩
の
専
売
制
と
い
っ
た
新
規
事
業
の

開
拓
な
ど
は
述
べ
ら
れ
ず
、
倹
約
型
の
再
建
策
が
特
徴
と
し
て
上
げ

ら
れ
る
。

　
そ
し
て
『
問
答
』
の
全
般
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
③
の
経
世
済

民
と
仁
政
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
『
問
答
』
で
は
藩
財
政
の
再
建

は
、
領
主
が
飢
謹
時
に
民
を
救
済
す
る
の
に
不
可
欠
な
課
題
と
し
て

い
る
。
領
主
が
貧
し
く
て
は
民
を
救
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
先

の
有
若
は
、
民
が
貧
し
く
て
は
領
主
が
豊
に
は
な
れ
な
い
と
し
て
、

済
民
を
謳
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
民
を
救
う
と
い
う
建
前

に
領
主
の
充
足
が
説
か
れ
て
い
く
。
有
若
の
済
民
論
を
換
骨
奪
胎
し

た
、
仁
政
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
そ
の
改
革
論
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

　
『
問
答
』
の
概
略
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

内
容
を
歴
史
的
文
脈
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
何
時
、
だ
れ
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
な
の
か
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
今

回
は
そ
の
十
分
置
結
論
が
出
せ
な
い
の
で
、
『
問
答
』
の
成
立
時
期

を
写
本
の
奥
書
か
ら
遡
っ
て
み
た
い
。
現
在
、
確
認
で
き
る
の
は
、

写
本
が
四
一
点
、
版
本
が
一
五
点
で
あ
る
（
表
）
。
ま
ず
写
本
の
ほ

う
を
考
察
し
て
み
る
。

　
一
部
表
題
を
欠
く
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
『
盃
徹
問
答
』
と
い

う
名
前
で
流
布
し
て
い
る
。
筆
写
さ
れ
た
時
期
は
概
ね
一
八
世
紀
後

半
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
で
あ
る
。
古
い
も
の
は
、
天
明
期
に
集

中
し
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
大
田
南
畝
（
寛
延
二
企

レ
ー
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七
四
九
〉
～
文
政
六
〈
一
八
二
三
〉
年
）
の
『
三
十
輻
』
に
収
録
さ

れ
た
も
の
が
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

岡
山
大
学
池
田
家
本
は
、
筆
写
年
代
は
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
で

あ
る
が
、
も
と
は
天
明
八
年
ま
で
奥
書
か
ら
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
確
実
に
天
明
期
後
半
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
え

る
。　

目
先
を
か
え
て
み
る
と
、
高
知
県
立
図
書
館
に
、
谷
垣
守
が
元

文
五
（
一
七
四
〇
）
年
に
筆
写
し
た
岡
田
盤
鎮
の
蔵
書
目
録
『
盤
面

書
目
』
に
次
の
よ
う
な
記
載
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
。

　
　
井
田
徹
法
之
大
略

　
　
朱
子
社
倉
法
俗
解

　
　
論
語
筆
記
哀
公
問
目
抜

　
こ
れ
ら
の
書
物
を
現
在
確
認
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
も
『
問
答
』

の
内
容
に
関
わ
り
そ
う
な
書
名
で
あ
る
。
特
に
、
『
論
語
』
の
逸
話

と
朱
子
の
社
倉
法
（
備
蓄
制
度
）
に
関
す
る
書
物
が
、
「
井
田
徹
法

之
大
略
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
関
連
が
窺
え
る
。
残
念
な

が
ら
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
の
で
、
天
明
期
よ
り
以
前
の

可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
次
に
、
『
問
答
』
の
筆
写
主
体
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
無
窮
会
図
書
館
所
蔵
本
と
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
本

は
、
と
も
に
細
野
雲
斎
（
文
化
八
〈
］
八
一
一
〉
～
明
治
一
一
念

八
七
八
〉
年
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
要
斎
は
崎
門
儒
学
を
学
び
、

尾
張
藩
に
仕
え
た
藩
儒
で
あ
る
。
要
論
が
写
し
た
原
本
は
、
同
じ
尾

張
藩
儒
・
深
田
香
実
（
安
永
二
〈
一
七
七
三
〉
～
嘉
永
三
〈
一
八
五

〇
〉
年
）
が
、
友
人
・
平
岩
元
珍
（
？
～
文
政
一
〈
一
八
一
八
〉
年
）

の
蔵
書
か
ら
借
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
二
つ
の
写
本
は
と
も

に
香
実
と
要
斎
の
識
語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
競
馬
の
識
語
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
余
常
服
．
先
生
之
理
富
合
微
一
、
卓
識
洞
徹
、
至
レ
読
一
卜
書
・
、

　
　
益
信
．
二
三
深
二
干
経
術
一
、
大
非
三
世
俗
ロ
耳
玉
学
者
所
レ
能
二
企
一

　
　
及
焉
、
鳴
呼
先
生
之
才
徳
可
レ
謂
二
大
且
明
一
契
、

　
‘
『
問
答
』
を
読
ん
で
闇
斎
の
「
経
術
」
の
造
詣
の
深
さ
に
心
服

し
た
と
あ
る
。
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
の
香
煎
は
、
『
問
答
』
が

闇
斎
に
よ
る
説
話
で
あ
る
こ
と
を
疑
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
さ
ら
に
写
し
た
要
斎
は
、
「
忠
陳
按
元
禄
先
生
残
量
也
、
主
文
蓋

有
誤
」
と
、
す
で
に
事
実
と
の
齪
齪
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
内

容
に
つ
い
て
は
闇
斎
の
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
崎
門
の
継
承
者
た
ち
は
、
闇
斎
の
「
経
術
」
の
要
諦

と
し
て
『
問
答
』
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
一
方
、
池
田
家
本
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
池
田
家
本
の
筆
写

野
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者
の
う
ち
、
天
明
八
年
の
冬
に
筆
写
し
た
人
物
に
多
賀
久
博
が
い
る
。

多
賀
蓮
華
（
元
文
二
〈
一
七
三
七
〉
～
文
化
一
一
〈
一
八
一
四
〉
年
）
、

↓
六
〇
石
取
の
岡
山
藩
士
で
、
蔵
奉
行
か
ら
「
伏
見
御
用
」
（
京
都

留
守
居
）
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
筆
写
の
直
前
の
天
明
七
（
一
七

八
七
）
年
は
、
病
身
の
父
の
馬
飼
を
務
め
る
時
期
で
あ
っ
た
。
蔵
奉

行
へ
の
就
任
は
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
で
あ
る
が
、
代
々
、
藩
政

の
実
務
方
を
担
当
す
る
家
柄
で
、
『
問
答
』
の
筆
写
も
こ
う
し
た
役

職
を
意
識
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
務
役
人
で
あ

る
久
博
に
と
っ
て
、
．
『
問
答
』
が
闇
斎
の
「
経
術
」
で
あ
る
こ
と
よ

り
も
、
実
際
の
藩
政
に
お
い
て
参
照
す
る
意
味
の
ほ
う
が
大
き
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
京
都
町
奉
行
所
与
力
だ
っ
た
、
神
沢
杜
ロ
（
宝
永
七
念

七
一
〇
〉
～
寛
政
七
〈
一
七
九
五
〉
年
）
場
合
も
興
味
深
い
。
膨
大

な
随
筆
『
翁
草
』
の
二
〇
巻
に
『
問
答
』
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
前
巻
の
一
〇
九
巻
の
最
後
に
は
「
田
沼
家
衰
微
」
が
、
直
前
に

は
「
田
氏
罪
案
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
は
、
田
沼
樹
霜
の
失

脚
の
顛
末
を
描
い
た
流
説
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
鳶
口
が
『
問

答
』
に
付
け
た
但
し
書
き
で
あ
る
。
「
田
氏
罪
案
と
山
崎
闇
斎
の
蓋

徹
問
答
、
よ
き
見
く
ら
べ
も
の
故
、
此
次
に
記
す
」
と
い
う
の
で
あ

る
。
京
都
の
市
井
に
暮
し
た
者
の
認
識
と
し
て
、
田
沼
二
次
の
執
政

と
『
問
答
』
の
政
策
が
比
較
さ
れ
、
世
相
の
判
断
材
料
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
『
問
答
』
の
受
容
の
さ

れ
方
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
筆
写
主
体
の
意
図
を
垣
間
見
た
が
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
一

端
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
か
ら
『
問
答
』
受
容
の
諸
相
が
豊

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
写
本
と
し
て
伝
来
す
る
諸
本
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
も
う
一
つ
の
流
布
形
態
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
『
問

答
』
は
、
版
本
と
し
て
も
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、
後
に
載
せ
た
『
蓋
徹
論
』
で
あ
る
。
天
保
八
（
一

八
三
七
）
年
、
上
野
七
日
市
藩
の
藩
医
で
戯
作
者
で
も
あ
る
畑
銀
鶏

に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
銀
鶏
は
今
井
政
美
な
る
旧
知
の
人
物
か
ら

写
本
を
手
に
い
れ
、
版
に
し
て
い
る
。
現
存
数
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

刊
記
も
な
い
の
で
私
家
版
と
し
て
細
々
と
刷
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
銀
鶏
の
父
は
金
鶏
で
、
同
じ
く
藩
医
で
あ
り
狂
歌
作
者
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。
金
鶏
は
大
田
豊
里
と
の
交
流
あ
っ
た
し
、
銀
鶏

自
身
も
幅
広
い
「
文
人
」
層
と
の
交
わ
り
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
、

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
『
問
答
』
が
流
通
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
『
蓋
徹
論
』
に
は
次
の
よ
う
な
序
文
が
あ
る
。
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量
不
・
当
今
之
急
務
．
乎
、
世
半
人
動
輯
以
・
富
レ
国
強
一
レ
兵
、
為

　
　
・
・
管
商
之
術
・
者
、
未
レ
知
四
投
レ
機
応
レ
変
宰
・
理
天
下
之
功
一
也
、

　
　
夫
制
レ
節
謹
レ
度
、
経
済
之
根
本
治
・
国
家
・
三
里
繁
也
、

　
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
か
ら
天
保
八
年
に
か
け
て
の
飢
鐘
は
、

幕
藩
制
経
済
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

銀
鶏
が
『
墨
壷
論
』
を
出
版
し
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
で
あ
る
。
一

『
問
答
』
の
内
容
を
「
当
今
之
急
務
」
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
当
時

の
社
会
状
況
と
は
無
縁
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
銀
鶏
は
、
ほ
か
に
も

通
俗
的
な
救
壁
書
を
同
時
期
に
出
版
し
て
い
る
（
。
戯
作
文
芸
を
得

意
と
し
、
毎
月
の
よ
う
に
絵
画
の
品
評
を
行
い
文
雅
の
世
界
を
愛
し

た
「
文
人
」
も
、
危
機
的
状
況
を
認
識
し
た
反
映
と
と
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
版
本
は
、
藤
森
弘
庵
（
寛
政
一
一
〈
一
七
九
九
〉

～
文
久
二
〈
一
八
六
二
〉
年
）
が
編
纂
し
た
『
如
不
観
世
叢
書
』
第

一
集
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
如
不
及
斎
」
と
は
言
置
の
号

で
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
の
出
版
で
あ
る
。
忠
庵
は
、
柴
野
碧

海
や
長
野
豊
山
・
古
賀
桐
庵
ら
に
学
び
、
土
浦
藩
郁
文
館
の
教
授
を

務
め
、
晩
年
は
江
戸
で
講
釈
を
行
っ
た
儒
者
で
あ
る
。
彼
が
寄
せ
た

識
語
に
は
「
聖
人
盗
徹
之
訓
、
実
測
当
今
之
要
務
・
、
督
責
厳
急
、

動
生
事
端
、
而
財
卒
不
レ
可
・
得
也
」
と
あ
る
。
弘
仁
も
ま
た
『
問
答
』

に
記
さ
れ
た
財
政
政
策
が
、
幕
末
の
時
期
に
お
い
て
不
可
欠
な
「
要

務
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
銀
鶏
は
闇
斎
の
「
実
地
」
と
し
て
疑
っ
て
い
な
い
が
、
弘
庵
に

お
い
て
は
、
闇
斎
の
「
経
術
」
と
い
う
の
は
後
景
に
退
い
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
事
実
関
係
の
正
確
さ
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

出
版
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
裏
を
か
え
せ
ば
、
作
者
云
々
の
問

題
で
は
な
く
、
飢
饅
や
幕
末
の
動
静
下
に
お
い
て
な
お
、
実
効
性
を

持
つ
も
の
と
し
て
容
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
闇
斎
の

名
を
冠
し
た
財
政
再
建
策
が
、
近
世
の
末
期
ま
で
継
承
さ
れ
た
足
跡

を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
「
闇
斎
学
」
の

命
脈
の
強
さ
を
窺
い
知
る
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

ω
『
大
学
垂
加
先
生
講
義
』
（
『
日
本
思
想
大
系
三
一
山
崎
闇
斎
学
派
』

　
岩
波
書
店
、
一
九
八
○
年
所
収
）
。

②
『
日
本
経
済
大
典
』
史
誌
出
版
社
、
一
九
二
八
年
。

⑧
一
つ
の
完
結
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
書
物
を
捉
え
る
場
合
、
内
容
を
第

　
一
に
考
え
る
た
め
、
一
点
を
取
上
げ
れ
ば
済
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
ゆ
え

　
に
、
内
容
に
重
大
な
欠
陥
が
な
け
れ
ば
誤
写
と
確
定
す
る
こ
と
が
可
能

　
で
あ
る
。
し
か
し
も
は
や
書
物
は
テ
キ
ス
ト
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
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そ
の
周
辺
ま
で
も
歴
史
学
や
思
想
史
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
単

　
品
で
は
な
く
、
各
地
に
伝
本
す
る
諸
本
を
総
体
的
に
考
え
る
と
い
う
視

　
角
に
立
つ
こ
と
は
、
必
然
の
観
を
呈
し
て
き
て
い
る
。

④
久
野
俊
彦
・
時
枝
務
編
『
偽
文
書
学
入
門
』
（
柏
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）

　
に
お
い
て
改
め
て
そ
の
意
義
が
提
示
さ
れ
た
。

⑤
「
顔
淵
十
二
」
の
意
訳
に
関
し
て
は
、
金
谷
治
『
論
語
』
（
岩
波
書
店
、

　
一
九
六
三
年
）
を
参
照
。

⑥
谷
垣
守
は
秦
山
の
息
子
で
、
岡
田
盤
斎
（
垂
加
神
道
家
）
へ
師
事
し
た
。

　
盤
鎮
は
そ
の
盤
斎
の
息
子
で
あ
る
。

⑦
『
諸
人
倹
約
重
宝
記
』
（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）

【
史
料
翻
刻
】

　
『
蓋
徹
問
答
』
は
瀧
本
誠
一
氏
の
翻
刻
に
譲
り
、
『
蓋
言
論
』
を

掲
示
す
る
。
本
文
と
と
も
に
、
序
文
と
銀
鶏
の
「
徹
の
説
」
も
同
時

に
載
せ
る
。
定
本
と
し
て
用
い
た
の
は
、
酒
田
市
立
図
書
館
光
丘
文

庫
収
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
『
盃
徹
論
』
は
現
在
こ
の
一
点
し
か
確
認

で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
貴
重
で
あ
り
、
今
後
、
他
に
見
つ
か
る

可
能
性
も
期
待
し
て
紙
幅
を
借
り
た
い
。

【
凡
例
】

転
「
序
文
」
に
付
さ
れ
た
訓
点
で
あ
る
が
一
部
、
欠
落
と
誤
謬
と
思

わ
れ
、
文
意
が
通
じ
な
い
と
こ
ろ
が
る
。
銀
鶏
の
訓
点
を
生
か
し
て
、

翻
刻
者
が
訂
正
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
際
、
も
と
の
訓
点
を
残
し
、

（
）
で
訂
正
し
た
訓
点
を
付
し
て
い
る
。

・
『
蓋
徹
問
答
』
に
比
較
し
て
、
明
ら
か
に
誤
脱
と
思
わ
れ
る
点
を

註
に
よ
っ
て
示
し
た
。

蓋
徹
論
序

今
井
政
美
與
レ
余
薫
レ
奮
、
嘗
耳
翼
其
居
一
視
二
一
本
於
几
上
一
、
麗
日
二

盃
徹
論
「
、
採
而
閲
レ
之
、
闇
斎
山
崎
翁
所
レ
著
、
専
言
二
経
済
之
要
一

焉
、
翁
在
二
干
元
宝
之
間
一
、
師
二
範
王
侯
｝
遊
二
事
大
国
一
、
野
望
脚
著

二
実
地
二
）
之
人
、
素
非
二
架
レ
空
構
レ
虚
之
人
三
、
故
能
読
一
．
回
書
〔
；
、

了
二
会
其
旨
趣
所
一
レ
在
、
研
二
味
配
意
一
、
則
上
足
下
以
匡
二
塁
王
侯
之

罷
画
一
、
詩
嚢
心
理
財
力
無
ジ
彦
絵
、
下
足
下
身
済
二
収
士
民
之
困
頓
三
、

添
接
中
盤
窮
窓
売
上
レ
足
、
可
「
以
償
二
負
債
一
、
可
工
率
省
二
畜
舎
一
、
宣

不
魯
田
今
之
急
務
（
じ
乎
、
世
之
駆
動
輯
以
二
富
レ
国
連
ワ
兵
、
為
二
管
商

墨
筆
一
着
、
未
レ
（
下
）
知
投
レ
調
薬
レ
変
遷
9
理
天
下
・
之
今
上
也
、
夫
制

レ
節
謹
レ
度
、
経
済
之
根
本
治
「
国
家
一
之
旨
桑
也
、
政
美
最
長
二
干
経

済
之
学
｝
、
素
非
二
ざ
レ
利
釣
レ
名
之
人
一
、
其
所
・
抱
負
一
可
レ
知
已
莫
、
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即
自
二
閲
｝
レ
之
不
レ
堪
三
吟
一
項
者
刻
乏
家
塾
・
弘
二
直
流
傳
㎜
　
云
、

時
天
保
八
年
丁
酉
陽
月
王
難
道
人
畑
時
筒

徹
字
説

豪
勢
文
作
囲
徹
又
作
”
山
斗
韻
量
見
掛
官
二
云
．
直
列
琵
音
言
説
文
二
通

也
廣
韻
二
又
達
也
溜
出
見
ギ
論
語
顔
上
篇
．
～
鄭
玄
．
注
二
周
法
什
一
審
メ

税
ス
謂
ワ
之
徹
二
徹
二
通
也
為
沸
天
下
ノ
通
法
一
孟
子
縢
文
盲
ノ
篇
二
周
人
百

畝
而
徹
．
朱
烹
ノ
注
二
周
ノ
時
夫
授
け
シ
、
田
ヲ
百
畝
郷
遂
ニ
ハ
用
コ
貢
法
づ
十

夫
二
有
囲
溝
都
鄙
二
月
コ
助
法
ヲ
八
家
同
け
井
ヲ
耕
則
通
レ
カ
ヲ
桐
畑
ル
収
量
則

計
け
，
ア
畝
ヲ
寺
分
故
二
謂
コ
之
徹
略
按
二
皆
言
づ
（
三
）
彼
我
通
達
メ
而
均
コ
ル
コ
其

功
労
ワ
也
若
陪
所
ル
謂
ハ
射
け
之
ヲ
徹
⊃
七
札
．
～
乗
”
チ
猫
ヲ
端
坐
メ
徹
四
ル
且
シ
之

類
自
費
二
言
レ
達
通
。
ル
ヲ
干
此
．
～
徹
與
レ
之
同
シ
　

銀
鶏
道
人
畑
時
椅
識
　
印

蓋
立
論

元
禄
年
中
ノ
事
ナ
リ
シ
ガ
、
公
国
ノ
大
家
二
任
ヘ
シ
何
某
ト
云
ル
二

割
山
崎
闇
斎
翁
ノ
社
中
ナ
咳
、
昼
時
先
生
ノ
家
二
三
リ
テ
言
ル
＼

ニ
ハ
、
下
国
ノ
大
守
国
用
足
ラ
ザ
ル
コ
、
年
久
ク
上
下
困
窮
甚
ケ
レ

ハ
年
々
歳
々
役
人
ト
モ
ウ
チ
ヨ
リ
テ
役
所
々
々
へ
倹
約
イ
ヒ
ツ
ケ
、

其
上
家
中
ノ
食
禄
モ
半
知
ニ
シ
テ
仕
法
ヲ
付
見
ル
ニ
、
詰
レ
ハ
ツ
メ

ル
ポ
ト
益
々
借
金
殖
テ
、
行
末
ハ
イ
カ
ニ
成
ユ
カ
ン
ト
思
．
ヒ
ナ
ガ
ラ
、

詮
方
ナ
ク
民
二
用
金
ヲ
申
ツ
ク
レ
ハ
、
城
下
モ
亦
次
第
二
困
窮
シ
テ

遂
二
其
国
ヲ
離
散
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
、
サ
レ
ハ
居
ナ
カ
ラ
見
ル
ニ
忍

ビ
ス
、
如
何
シ
テ
此
弊
ヲ
救
ヒ
申
ン
ヤ
ト
問
ハ
レ
ケ
レ
ハ
、
先
生
シ

バ
ラ
ク
眉
ヲ
ヒ
ソ
メ
テ
ア
リ
ケ
ル
が
答
ヘ
テ
イ
ハ
ル
、
ニ
ハ
、
論
語

ヨ
ミ
ノ
論
語
シ
ラ
ズ
ト
ハ
足
下
ノ
コ
ト
也
ト
申
ス
ベ
シ
ト
イ
ハ
レ
ケ

レ
ハ
、
何
某
コ
タ
ヘ
テ
、
只
今
マ
デ
仁
義
ノ
事
コ
ソ
承
ツ
レ
、
論
語

ノ
中
二
大
名
ノ
勝
手
直
シ
ノ
コ
ト
ハ
未
承
ハ
ラ
ズ
ト
申
ケ
レ
ハ
、
先

生
横
手
ヲ
拍
ツ
テ
大
二
笑
ヒ
、
人
小
ナ
レ
武
道
小
胆
ト
ハ
此
コ
ト
也
、

才
智
ノ
働
カ
ヌ
ホ
ド
是
非
ナ
キ
着
物
ナ
シ
抑
不
学
無
智
ノ
人
ノ
国
用

二
不
足
コ
ヲ
ナ
ゲ
キ
シ
ハ
漢
土
ニ
モ
日
本
馬
モ
古
モ
今
モ
一
々
同
コ

ト
＼
コ
ソ
申
ス
ベ
ケ
レ
、
夫
故
二
論
語
二
哀
公
ト
云
大
名
が
有
若
ト

云
フ
賢
者
へ
年
飢
テ
国
用
不
足
イ
カ
ン
セ
ハ
用
足
ラ
ン
ト
問
ヒ
玉
ヒ

シ
カ
ハ
、
有
若
ノ
答
二
唯
一
言
ニ
テ
、
何
ソ
徹
セ
ザ
ル
ヤ
ト
申
サ
レ

シ
カ
バ
、
哀
公
謄
ヲ
ツ
ブ
シ
是
造
十
分
ニ
ノ
年
貢
ヲ
取
テ
サ
へ
不
足

二
今
十
分
一
ノ
徹
ノ
法
ヲ
用
ヒ
テ
何
ト
テ
用
ノ
足
ル
コ
ヤ
ア
ラ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

ア
リ
ケ
レ
ハ
、
有
若
凶
年
テ
日
百
姓
足
ラ
バ
君
誰
ト
共
二
足
ラ
ン

申
サ
レ
ケ
レ
共
、
哀
公
達
ニ
シ
テ
発
問
玉
ハ
ス
是
切
ニ
テ
止
シ
カ
ド

モ
、
此
一
章
ニ
テ
大
名
ノ
勝
手
直
シ
バ
足
レ
リ
ト
申
ベ
シ
ト
言
レ
ケ

レ
ハ
、
何
某
モ
拍
掌
シ
テ
只
今
始
テ
此
義
ヲ
承
ル
願
ハ
馬
出
ノ
下
意
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ヲ
精
ク
示
シ
玉
ヘ
ト
臨
マ
レ
ケ
ル
ユ
エ
、
先
生
ノ
田
夫
徹
ハ
通
也
ト

テ
三
代
共
二
名
バ
カ
バ
レ
共
皆
十
分
一
ノ
税
法
也
、
然
レ
ド
モ
肇
国

ハ
土
地
豊
饒
ニ
シ
テ
大
抵
四
分
六
分
ノ
税
法
ニ
テ
、
殊
二
国
初
ヨ
リ

深
キ
神
慮
マ
シ
マ
シ
テ
定
拳
玉
ヒ
シ
法
ナ
レ
ハ
、
今
更
此
日
本
ニ
テ

十
分
一
ノ
徹
ノ
法
ヲ
用
フ
ル
ニ
ハ
及
ハ
ス
、
此
章
ノ
趣
意
ハ
只
下
ヲ

ユ
ル
ム
レ
ハ
上
ガ
ク
ツ
ロ
グ
ト
云
処
が
第
一
ノ
肝
要
也
、
君
里
民
ノ

父
母
也
ト
イ
へ
里
子
富
テ
親
貧
ト
云
理
ヤ
ア
ル
ベ
キ
、
然
レ
ハ
是
聖

賢
ノ
大
智
ヨ
リ
出
シ
事
ニ
テ
、
不
学
無
術
ノ
人
士
云
ヒ
キ
指
骨
テ
モ

更
二
合
点
ノ
行
カ
ヌ
コ
ナ
レ
托
、
幸
二
某
ノ
大
守
仁
君
ニ
マ
シ
マ
セ

ハ
能
其
説
ヲ
用
ヒ
玉
フ
ベ
シ
、
足
下
帰
国
ノ
上
鎌
術
ヲ
用
ヒ
テ
一
国

皆
安
堵
ノ
思
ヒ
ヲ
成
時
月
余
モ
亦
大
慶
斜
ナ
ラ
ス
、
今
具
二
語
ル
ベ

シ
。凡

日
本
ノ
大
名
百
年
来
土
ヲ
領
シ
玉
ヒ
、
七
分
質
素
室
町
殿
ノ
悪
弊

行
レ
入
ル
ヲ
許
リ
テ
出
ス
コ
ヲ
成
ノ
政
ナ
ク
、
況
や
三
年
耕
セ
ハ
一

年
ノ
食
ア
リ
ト
云
フ
仕
置
絶
テ
ナ
ク
ナ
リ
テ
、
イ
ツ
ト
ナ
ク
用
不
足

ト
成
来
テ
吉
凶
ニ
ツ
ケ
民
二
課
役
ヲ
イ
ヒ
ツ
ケ
金
銀
ヲ
虐
タ
ケ
取
ル

バ
カ
リ
ニ
テ
返
ス
ト
云
コ
ナ
ケ
レ
ハ
、
後
々
ハ
民
ト
テ
モ
ス
コ
シ
モ

出
サ
ネ
ハ
、
詮
方
ナ
ク
京
大
坂
ノ
町
人
二
来
秋
ノ
米
ヲ
引
當
二
金
銀

ヲ
借
り
出
シ
テ
用
ヲ
足
ス
コ
ト
ナ
リ
ヌ
、
始
ハ
ヨ
キ
ヤ
ウ
ナ
レ
圧
、

利
二
利
ヲ
添
テ
引
ル
》
ユ
エ
皐
月
ハ
家
中
ヲ
半
知
ニ
シ
テ
モ
歩
歩
伸

足
ネ
ハ
、
後
ハ
御
領
分
ノ
米
ヲ
残
ラ
ス
銀
主
ヘ
ト
ラ
レ
、
大
守
ヲ
始

一
家
中
七
八
銀
扇
ノ
扶
持
人
ノ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
テ
、
漸
衣
食
ヲ
足
シ
テ

年
月
ヲ
歴
ル
ウ
チ
ニ
吉
凶
災
ア
リ
テ
又
々
銀
予
土
カ
リ
テ
用
ヲ
足
ヌ

コ
ヲ
求
レ
圧
、
フ
ジ
ノ
入
用
造
引
出
サ
ネ
バ
年
々
困
窮
二
至
ラ
デ
ハ

今
上
ヌ
筈
、
兎
二
角
二
銀
主
ノ
仕
送
リ
ト
云
フ
コ
ヲ
サ
ツ
パ
リ
離
レ

ネ
ハ
再
国
用
ノ
足
ル
ト
云
フ
コ
ハ
至
ラ
ス
ト
知
り
玉
フ
ベ
シ
、
凡
銀

蘭
ヲ
離
ル
、
ニ
ハ
、
先
御
領
分
ノ
御
用
金
ヲ
返
シ
百
姓
ヲ
ユ
ル
メ
ル

コ
第
一
也
ト
知
り
玉
へ
、
今
試
二
半
ハ
大
抵
十
万
俵
納
ル
大
家
ナ
レ

ハ
、
家
中
半
知
ニ
シ
テ
四
万
俵
ニ
テ
事
足
リ
ヌ
ベ
シ
、
残
ル
六
万
皇

国
、
年
々
銀
主
へ
送
ル
其
内
ニ
テ
元
利
引
オ
ト
サ
レ
、
漸
々
ト
暮
ス

程
ツ
ン
送
ラ
レ
テ
ア
ル
ナ
ラ
ハ
、
今
年
ヨ
リ
ト
リ
直
サ
ン
ト
思
フ
春

ノ
末
二
、
御
領
分
ノ
大
庄
屋
ヲ
招
テ
イ
ヒ
ワ
タ
サ
ン
ニ
ハ
、
皆
々
存

ル
通
り
御
勝
手
向
ヒ
シ
ト
御
困
窮
ナ
レ
ハ
、
此
分
ニ
チ
ハ
万
一
二
飢

饅
ノ
時
無
モ
皆
々
へ
救
ヒ
玉
フ
ベ
キ
全
手
當
モ
ナ
シ
、
今
川
ナ
ラ
サ

ル
ニ
ヨ
リ
御
上
ニ
チ
モ
何
ト
ゾ
御
勝
手
御
取
直
シ
遊
バ
サ
レ
タ
キ
思

召
ニ
ツ
キ
、
今
秋
ノ
十
万
俵
ノ
内
御
家
中
ノ
入
用
四
万
俵
オ
ン
ヒ
キ

上
ニ
テ
、
残
六
万
俵
ハ
コ
レ
マ
デ
年
々
差
出
シ
タ
ル
御
用
金
ノ
方
二

百
姓
町
人
へ
賜
ル
ベ
キ
間
、
讐
へ
何
万
両
是
ア
ル
茅
葺
ラ
ス
受
取
リ

タ
ル
分
二
仕
リ
、
皆
済
致
シ
ク
レ
ヨ
ト
在
ラ
ハ
、
村
町
会
二
思
ヒ
カ

ケ
ナ
キ
コ
ナ
レ
ハ
皆
有
ガ
タ
ク
畏
リ
奉
ル
ハ
必
定
也
、
外
ノ
借
用
ハ

7
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差
オ
キ
先
御
領
分
ノ
借
用
ヨ
リ
片
付
タ
ク
思
フ
也
ト
申
サ
バ
、
何
ア

リ
ガ
タ
ク
心
服
ス
ル
コ
理
ニ
オ
イ
テ
疑
ヒ
ナ
シ
、
其
時
カ
サ
ネ
テ
イ

ハ
ン
ニ
ハ
此
上
今
一
ツ
申
談
ス
ル
コ
ア
リ
、
此
分
ニ
チ
ハ
来
秋
迫
ノ

上
ノ
御
魂
シ
方
ナ
ケ
レ
ハ
、
大
儀
ナ
ガ
ラ
来
秋
造
二
万
魔
王
納
仕
イ

タ
シ
ク
レ
ヨ
ト
ア
ラ
ハ
、
此
者
共
己
が
懐
ヨ
リ
出
サ
ズ
、
今
吾
ハ
リ

シ
米
ノ
内
ヨ
リ
出
ス
コ
ナ
レ
ハ
是
根
比
ル
コ
必
定
也
、
百
姓
町
人
此

ニ
ケ
條
ヲ
サ
へ
畏
レ
ハ
、
最
早
御
勝
手
ハ
直
ル
者
ト
知
り
玉
フ
ベ
シ
、

二
上
ノ
一
年
ノ
入
用
ハ
右
図
納
ノ
ニ
三
寸
ニ
テ
如
何
様
ニ
モ
省
略
シ

テ
暮
サ
ル
ベ
キ
コ
ナ
リ
、
此
一
件
ス
ミ
キ
リ
テ
京
大
坂
ノ
楼
主
方
へ

領
分
ノ
借
用
多
ク
必
死
ト
手
廻
ラ
ヌ
故
、
三
ケ
年
勘
定
待
チ
ク
レ
ヨ

ト
標
置
玉
フ
ベ
シ
、
是
マ
テ
年
々
何
千
貫
目
ト
為
銀
取
シ
上
ナ
レ
ハ
、

斯
有
シ
ト
テ
格
別
二
難
儀
モ
セ
ヌ
事
也

二
年
目
ノ
秋
二
至
テ
、
又
二
万
俵
ハ
去
秋
ノ
年
老
二
返
シ
玉
バ
リ
上

ノ
暮
二
二
万
俵
、
残
ル
ニ
万
俵
ハ
籾
ニ
テ
上
ノ
庫
二
不
持
ノ
入
用
ノ

備
二
貯
フ
ヘ
シ
、
三
年
目
ノ
秋
ハ
六
万
俵
上
上
ノ
物
成
ト
ナ
ル
、
夫

ヲ
矢
張
二
万
俵
ノ
暮
シ
ヲ
ユ
ル
メ
ス
、
残
ル
四
万
俵
ノ
内
二
万
俵
ハ

御
家
中
ノ
諸
士
二
手
ヒ
ト
シ
テ
分
チ
玉
ハ
ル
ベ
シ
、
残
二
万
輔
養
不

時
ノ
入
用
籾
ニ
テ
貯
フ
ヘ
シ
、
四
年
目
秋
銀
留
湯
ノ
元
銀
何
ホ
ド
、

年
々
出
セ
シ
利
銀
何
程
ト
云
コ
ヲ
勘
定
サ
セ
ハ
、
大
方
ハ
墨
銀
ニ
テ

元
銀
ハ
済
テ
有
モ
ノ
也
、
去
レ
共
夫
切
ニ
テ
オ
ケ
ハ
不
義
ナ
レ
ハ
、

今
年
ヨ
リ
四
万
俵
ツ
y
残
ル
ナ
レ
ハ
、
是
ヲ
以
テ
元
銀
ノ
十
分
一
塁

ハ
ニ
十
分
一
睡
パ
リ
、
残
り
銀
ヲ
ハ
高
次
第
二
十
年
目
歌
三
十
年
目

教
年
賦
二
申
談
シ
テ
、
元
銀
ノ
高
二
五
分
程
過
銀
ア
ル
ト
思
フ
年
、

イ
ツ
造
モ
限
り
ナ
キ
コ
ナ
レ
ハ
今
年
限
リ
ニ
テ
皆
済
二
致
シ
ク
レ

ヨ
、
サ
ナ
ク
バ
井
田
ノ
年
賦
銀
モ
玉
具
ル
マ
シ
ト
ア
ラ
ハ
、
元
モ
済

シ
上
二
利
ア
レ
ハ
皆
殺
ル
コ
ニ
必
定
也
、
五
年
目
ニ
ハ
月
回
俵
ノ
暮

二
引
テ
、
今
年
ヨ
リ
年
々
一
万
俵
ツ
＼
貯
フ
ヘ
シ
、
十
年
目
ニ
ハ
都

合
十
万
俵
ノ
貯
ト
成
、
残
ル
三
万
俵
ノ
内
一
万
五
千
俵
程
年
譜
銀
二

出
シ
、
残
ル
一
万
五
千
俵
出
御
家
中
へ
頒
チ
テ
千
年
ユ
リ
一
二
分
差

＼
ユ
ル
曲
玉
ハ
ル
ベ
シ
、
古
穀
ト
新
穀
ト
年
々
眼
力
へ
凡
三
十
万
俵

ツ
＼
不
絶
貯
ル
ヲ
法
ト
ス
ル
ナ
リ
、
是
迫
ハ
御
家
中
米
ノ
外
ハ
皆
京

大
坂
へ
出
シ
ケ
ル
ニ
、
四
年
此
方
皆
御
城
下
ニ
テ
ピ
サ
ケ
ハ
、
具
眼

巨
利
ヲ
得
テ
イ
ツ
ト
ナ
ク
潤
ヒ
賑
テ
、
後
ニ
一
五
麗
質
万
ノ
自
注
御

城
下
ニ
チ
モ
出
来
ル
コ
ト
知
り
玉
フ
ベ
シ
、
震
楽
弓
有
若
ノ
云
ハ
レ

シ
、
百
姓
足
ラ
ハ
馬
下
ト
共
ニ
カ
足
ラ
ザ
ラ
ン
ト
ノ
所
ニ
テ
、
小
智

ノ
人
ノ
亡
国
ザ
ル
所
ナ
リ
、
籾
亦
後
々
サ
カ
シ
キ
役
人
呈
出
テ
城
下

ニ
テ
彿
フ
ハ
損
ニ
テ
京
大
坂
へ
出
番
畳
築
ア
リ
ナ
ド
申
托
、
決
シ
テ

取
上
玉
ハ
ヌ
コ
也
、
民
ハ
利
目
カ
シ
コ
ク
メ
皆
々
貯
ル
者
ナ
レ
ハ
、

何
時
ニ
チ
モ
上
ノ
御
用
二
立
ツ
コ
故
、
上
ノ
府
庫
中
期
ア
ル
ト
同
ヤ

ウ
ナ
ル
コ
ト
知
り
玉
フ
ベ
シ
、
右
ノ
政
ニ
テ
民
百
姓
心
服
シ
テ
、
後
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御
家
中
ノ
知
行
モ
少
ツ
＼
ユ
ル
メ
其
上
ニ
テ
民
二
信
ヲ
示
シ
玉
フ
ベ

シ
、
サ
ア
ル
時
ハ
町
人
百
姓
ヲ
呼
ビ
出
シ
、
拠
ナ
キ
コ
ニ
テ
御
用
金

ヲ
仰
ツ
ケ
ラ
ル
＼
共
襟
違
背
ナ
ク
出
ベ
シ
、
先
試
ミ
ニ
金
高
五
六
百

力
千
両
モ
イ
ヒ
ツ
ケ
返
済
野
馬
収
納
ノ
節
ト
定
、
其
金
ヲ
ハ
上
ノ
庫

へ
入
オ
キ
秋
二
至
リ
約
速
ノ
通
り
返
シ
玉
フ
ベ
シ
、
是
原
入
用
ノ
金

ニ
テ
ナ
ケ
レ
ハ
何
時
二
返
シ
玉
フ
ト
モ
少
シ
モ
指
ツ
カ
ヒ
ハ
ナ
シ
、

此
返
済
ノ
ト
キ
速
二
御
用
金
ヲ
出
セ
シ
コ
ヲ
称
美
シ
テ
民
二
曲
ヲ
ツ

ケ
オ
キ
玉
フ
ベ
シ
、
此
↓
件
申
サ
バ
革
命
ニ
テ
国
法
ヲ
新
ニ
ス
ル
ナ

レ
バ
、
兎
ヤ
ア
ラ
ン
ト
疑
ヒ
テ
ハ
ナ
ラ
ス
、
何
卒
シ
テ
民
百
姓
臣
下

ヲ
安
楽
二
養
ヒ
玉
ハ
ン
ト
云
仁
心
サ
へ
立
ハ
、
天
心
祐
ケ
玉
フ
ト
云

コ
ヲ
直
実
二
決
断
シ
テ
カ
、
リ
玉
フ
ベ
シ
、
凡
勘
定
方
ニ
ハ
不
才
ニ

チ
モ
廉
直
ナ
ル
人
ヲ
撰
ム
ヘ
シ
、
近
キ
頃
ノ
風
ト
シ
テ
利
ニ
カ
シ
コ

キ
人
ヲ
用
フ
ル
、
故
二
多
ク
ハ
銀
主
ノ
賄
ヲ
ト
リ
小
利
二
拘
メ
大
義

ヲ
忘
ル
＼
人
ハ
上
ノ
為
ニ
マ
コ
ト
ノ
忠
ハ
セ
デ
己
が
身
バ
カ
リ
利
ス

ル
人
多
シ
、
．
サ
リ
ト
テ
又
臣
下
ヲ
皆
々
盗
人
ア
ツ
カ
ビ
ニ
セ
ハ
因
ヨ

リ
ヒ
ガ
コ
ナ
ル
ベ
シ
、
撰
三
明
ナ
ル
ト
明
ナ
ラ
ザ
ル
ト
ハ
三
三
ル
者

ノ
心
ニ
ヨ
ル
ベ
シ
、
初
回
一
件
評
義
ノ
時
二
銀
主
ノ
手
ヲ
離
テ
ハ
大

金
ヲ
出
ス
人
ナ
ケ
レ
ハ
宜
カ
ラ
ズ
ナ
ド
云
フ
人
ハ
、
大
量
ナ
キ
人
ニ

ア
ラ
ザ
レ
ハ
町
人
ト
合
躰
シ
テ
利
ヲ
ム
サ
ボ
ル
人
ナ
ル
ベ
シ
、
左
ア

ル
人
ハ
速
二
表
テ
役
回
シ
玉
フ
ベ
シ
、
凡
望
遠
ノ
役
所
窪
々
ハ
ー
ケ

移
心
何
程
宛
ニ
テ
仕
上
ル
ヤ
ウ
ニ
ト
申
渡
シ
、
財
ア
マ
レ
ハ
役
徳
ト

愛
甲
テ
夫
ヲ
ハ
其
役
所
ヘ
ア
タ
へ
、
不
足
ナ
レ
ハ
越
度
ト
定
メ
テ
夫

ヲ
ハ
其
役
所
ヨ
リ
立
替
サ
ス
ベ
シ
、
町
人
ノ
脚
部
分
厘
ヲ
改
メ
帳
面

印
形
ヲ
取
ル
ハ
、
士
ノ
風
俗
ヲ
傷
リ
尤
詮
ナ
キ
コ
ナ
レ
ハ
左
ハ
セ
ヌ

カ
タ
ヨ
シ
、
此
身
二
語
ル
ベ
キ
コ
ア
レ
ド
モ
先
其
大
概
ヲ
イ
フ
ベ
ケ

レ
ハ
、
精
キ
コ
ハ
又
侯
重
ネ
テ
ハ
ナ
シ
申
サ
ン
ト
テ
其
日
ノ
議
論
歯

止
ニ
ケ
リ
、

其
後
彼
何
某
国
ニ
カ
ヘ
リ
テ
、
早
速
二
先
生
ノ
説
ヲ
主
君
へ
言
上
シ

ケ
レ
、
大
守
甚
感
シ
玉
ヒ
役
人
中
へ
其
旨
精
ク
御
内
談
ア
リ
テ
、
其

仕
法
ヲ
用
ヒ
玉
ピ
ケ
ル
ニ
、
僅
三
年
ニ
シ
テ
小
功
ヲ
ナ
シ
、
七
年
ニ

シ
テ
弥
人
氣
和
シ
、
十
年
目
鳩
山
全
大
功
ヲ
立
テ
御
勝
手
向
何
一
ツ

御
指
墨
ナ
ク
、
後
々
ハ
御
家
中
御
領
分
ニ
モ
莫
太
金
持
出
来
セ
シ
ト

ゾ
。

【
註
】

ω
『
三
口
問
答
』
で
は
門
人
を
四
国
の
藩
士
と
限
定
し
て
い
る
。

ω
『
論
語
』
の
引
用
が
部
分
的
に
欠
落
し
て
い
る
。
他
本
で
は
「
百
姓
足

　
な
ば
君
誰
と
共
に
足
ざ
ら
ん
、
百
姓
足
ず
ん
ば
君
誰
と
共
に
か
た
ら
ん
」

　
（
無
窮
会
図
書
館
蔵
　
蓋
徹
問
答
』
）
で
あ
る
。
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